
                            

 

臨
済
宗
僧
侶
の
松
原
泰
道
老
師
は
結

婚
式
の
挨
拶
で
宗
教
詩
人
坂
村
真
民
さ

ん
の
詩
を
引
用
し
て
よ
く
お
話
を
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。 

子
を
抱
い
て
い
る
と 

行
く
末
の 

こ
と
が
案
じ
ら
れ
る 

良
い
人
に 

め
ぐ
り
あ
っ
て
く
れ
と 

お
の
ず 

か
ら
涙
が
に
じ
ん
で
く
る 

『
お
二
人
と
も
ご
成
長
さ
れ
て
、
今 

 
 

松
原
泰
道
老
師
は
、
こ
の
「
め
ぐ
り
あ

い
」
と
い
う
坂
村
真
民
さ
ん
の
詩
の
一
節

は
、
親
の
子
に
対
す
る
愛
情
や
生
ま
れ
て

か
ら
成
長
過
程
で
の
心
配
や
困
難
、
よ
き

人
に
巡
り
逢
っ
て
ほ
し
い
、
幸
せ
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
真
民
さ
ん
の
切
実
な

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
一
文
で
あ
る

と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
長
い
人
生
の
中
で
た
く
さ

ん
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
今
生
き
て
い

ま
す
。
三
人
の
弟
子
も
平
成
八
年
揃
っ
て

仏
門
に
入
り
、
宗
門
の
高
校
、
大
学
に
学

び
、
そ
の
後
永
平
寺
や
四
国
の
随
應
寺
僧

堂
で
の
修
行
を
終
え
、
長
男
は
副
住
職
、

二
男
は
村
上
市
千
眼
寺
住
職
、
三
男
は
関

川
村
雲
泉
寺
住
職
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
巡

り
逢
い
、
数
々
の
ご
縁
の
力
に
よ
っ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
三
男
神
田
恭
真
は
深
い
縁

（
え
に
し
）
と
不
思
議
な
出
会
い
に
よ

り
、
今
春
雲
泉
寺
本
堂
に
於
い
て
ご
本
尊

釈
迦
牟
尼
仏
ご
真
前
に
て
挙
式
い
た
し

ま
す
。
お
相
手
は
同
じ
関
川
村
の
田
村
與

一
家
二
女
・
田
村
舞
子
さ
ん
で
す
。
こ
れ

か
ら
二
人
、
「
め
ぐ
り
あ
い
」
の
思
い
を

大
切
に
、
心
豊
か
に
生
き
て
欲
し
い
と
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

令
和
六
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌]

 
 

 
 
[

没
年]

 

一
周
忌     

令
和
五
年 

三
回
忌     

令
和
四
年 

七
回
忌     

平
成
三
十
年 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
四
年 

十
七
回
忌   

平
成
二
十
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
四
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
十
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
四
年 

五
十
回
忌   

昭
和
五
十
年 

百
回
忌     

大
正
十
四
年 

 

▼
令
和
六
年
度(2

0
2

4
)

の
年
回
忌
表
で
す
。 

当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本

堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
忌
に

当
た
ら
れ
て
い
る
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
に

通
知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し
込
み
は
お

早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
「
周
」
は

「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌

年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は

亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え

て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と
な
る
。

以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
、
丸
十
二
年
目

が
十
三
回
忌
と
な
る
。 
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お
似
合
い
の
ご
夫
婦
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
目
を
つ
ぶ
っ
て
こ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
下
さ
い
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
お
と
す
よ

う
に
、
ご
自
分
の
年
齢
を
逆
に
戻
し
て

い
き
、
零
歳
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
時
、
い
ま
一
番
末
席
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
あ
な
た
方
の
お
父
様
、
お
母
様
が
、
オ

ム
ツ
に
く
る
ま
れ
た
お
二
人
を
抱
い

て
、
念
じ
ら
れ
た
気
持
ち
が
今
の
詩
だ

と
思
い
ま
す
。「
良
い
人
に
め
ぐ
り
あ
っ

て
く
れ
、
良
い
人
に
め
ぐ
り
あ
っ
て
く

れ
」
と
願
わ
れ
た
親
御
さ
ん
の
祈
り
が

実
っ
て
、
今
日
こ
の
素
晴
ら
し
い
式
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も

い
つ
も
、「
良
い
人
に
め
ぐ
り
あ
っ
て
く

れ
」
と
念
じ
ら
れ
た
、
そ
の
親
の
願
い
が

実
っ
て
今
日
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
明
け
て
も

暮
れ
て
も
自
分
の
幸
せ
を
念
じ
て
い
て

く
れ
る
、
親
の
祈
り
を
背
中
に
感
じ
て

下
さ
い
。
』 

 

松
原
老
師
書
籍
よ
り 

 
平成八年 三人得度式 



                            

新
年
役
員
会
開
催 

 

一
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時

よ
り
本
堂
に
於
い
て
新
年
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
定
刻
、
住
職
挨
拶
、
総

代
長
・
榎
本
善
一
氏
挨
拶
の
後
、
住
職

よ
り
、
令
和
五
年
度
の
行
事
報
告
、
令

和
五
年
度
護
持
費
納
入
状
況
、
檀
信
徒

の
動
静
、
永
代
墓
の
利
用
状
況
、
令
和

六
年
度
の
行
事
予
定
等
の
説
明
後
、
異

議
な
し
に
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、

こ
の
た
び
、
大
川
町
・
中
原
敏
雄
氏
、

小
舟
戸
・
高
橋
茂
男
氏
、
飯
角
・
佐
久

間
重
行
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

涅
槃
聖
苑
（
個
人
集
合
墓
） 

現
在
計
画
中
の
お
墓
は
、「
個
人
集
合

型
合
葬
墓
」
と
言
い
、
①
永
代
供
養
を
希

望
の
方
、
②
檀
家
で
あ
る
が
将
来
が
不

安
で
お
墓
建
立
を
躊
躇
っ
て
い
る
方
③

新
規
檀
家
登
録
さ
れ
る
方
で
も
個
人
の

お
墓
を
持
た
な
く
て
も
自
分
の
家
の
お

墓
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
そ
の
後
永

代
供
養
に
変
更
も
可
能
で
す
。 

 

近
年
は
、
一
、
経
済
的
に
お
墓
を
維
持

す
る
の
が
難
し
い
、
二
、
子
ど
も
が
地
元

を
離
れ
て
い
る
の
で
お
墓
を
建
て
て
も

継
承
が
で
き
な
い
。
三
、
単
身
で
身
寄
り

が
な
く
後
継
者
が
い
な
い
等
の
悩
み
や 

 

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
合
葬
（
集
合
）
墓
は
骨
つ

ぼ
で
安
置
し
ま
す
。
な
お
、
永
代
供
養
と

し
て
個
々
に
納
骨
を
希
望
の
方
は
三
十

三
回
忌
（
弔
い
納
め
）
ま
で
は
安
置
し
、

そ
の
後
合
祀
供
養
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
初
か
ら
合
祀
を
希
望
さ
れ
る
方
も
こ

の
お
墓
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将

来
後
継
が
い
な
く
な
り
墓
終
い
を
考
え

て
い
る
方
も
合
葬
で
き
ま
す
。
令
和
六

年
度
建
立
予
定
で
す
。
詳
細
は
お
寺
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

  

 
 

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震 

 

一
月
一
日
午
後
四
時
十
分
頃
、
石
川
県

能
登
地
方
を
最
大
震
度
７
の
激
し
い
揺

れ
が
襲
い
ま
し
た
。
輪
島
市
の
観
光
名

所
・
朝
市
通
り
周
辺
で
は
地
震
発
生
後
に

火
災
が
起
き
、
住
宅
な
ど
約
二
百
棟
が
全

焼
し
ま
し
た
。
石
川
県
全
体
で
多
数
の
犠

牲
者
が
出
て
い
ま
す
。
新
潟
県
に
も
被
害

が
及
び
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

能
登
に
は
七
十
ヶ
寺
ほ
ど
の
曹
洞
宗

寺
院
が
あ
り
ま
す
が
み
な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。
特
に
輪
島
門
前
町
の
大
本
山

總
持
寺
祖
院
は
平
成
十
九
年
三
月
二
十

五
日
に
発
生
し
た
震
度
６
強
の
「
能
登
半

島
地
震
」
で
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
全

国
の
曹
洞
宗
寺
院
及
び
檀
信
徒
の
ご
寄

付
ご
協
力
に
よ
り
、
十
四
年
の
長
期
に
亘

る
耐
震
保
存
復
興
修
理
工
事
を
経
て
完

成
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
本
年
は
總
持
寺

開
山
瑩
山
紹
瑾
禅
師
の
七
百
回
大
遠
忌

の
年
で
す
。
復
興
な
っ
た
祖
院
で
は
遠
忌

に
向
け
、
特
別
な
法
要
行
事
が
組
ま
れ
、

全
国
か
ら
の
団
参
も
多
数
訪
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
し
た
。
再
度
の
復
興
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。 

 

写経の会  毎月第２日曜 午後１時～３時（１月２月は休会）静かなお寺で功徳を積みましょう。 
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大般若会ご案内 

期日 6月 10日（月） 

時間 午前 10時より 

内容 祈祷大般若、檀信徒先祖供養 

   法話 

＊法要終了後、粗餐の用意があります。 

 参列の方はお持ち帰りいただき、各家 

 でお召し上がりください。 

 ＊詳細は後日配布します。 



                           

研
修
旅
行
（
二
） 

  

大
本
山
總
持
寺 

太
祖
瑩
山
紹
瑾
禅
師 

七
百
回
大
遠
忌
参
拝
の
旅 

  
 

         

神
奈
川
県
鶴
見
・
大
本
山
總
持
寺
で

は
、
令
和
六
年
四
月
よ
り
太
祖
瑩
山
紹

瑾
禅
師
七
百
回
大
遠
忌
を
迎
え
ま
す
。

高
祖
道
元
禅
師
が
相
承
さ
れ
た
正
伝
の

仏
法
は
御
開
山
瑩
山
禅
師
に
綿
密
に
受

け
継
が
れ
今
日
に
至
り
ま
す
。
こ
の
た

び
第
十
七
教
区
護
持
会
で
は
、
右
記
の

旅
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
大
遠
忌
は

五
十
年
に
一
度
、
難
値
難
遇
の
大
法
要

で
す
。
一
日
目
は
群
馬
県
沼
田
・
迦
葉
山

に
参
拝
し
、
大
本
山
總
持
寺
泊
、
二
日
目 

 
 
 
 

仏
事
の
知
識 

松
明
（
た
い
ま
つ
） 

 

 

曹
洞
宗
の
葬
儀
式
で
は
導
師
（
秉
炬

師
）
に
よ
る
「
松
明
」
の
作
法
が
あ
る
。

引
導
を
渡
す
際
に
松
明
を
侍
者
か
ら
受

け
取
り
、
亡
者
の
棺
、
ま
た
は
位
牌
、
遺

影
の
前
で
空
中
で
三
回
ほ
ど
円
相
を
描

く
も
の
。
こ
の
松
明
を
回
す
作
法
（
宗
派

に
よ
り
後
に
龕
前
に
投
げ
る
こ
と
も
あ

る
）
に
は
、
一
、
悪
霊
を
祓
う
、
二
、
煩

悩
を
焼
く
、
三
、
未
練
を
断
つ
と
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
式
場
で

は
火
を
点
け
ら
れ
な
い
の
で
松
明
を
模

し
た
先
を
赤
く
し
た
棒
を
用
い
て
い
る
。 

そ
の
昔
、
中
国
の
唐
代
の
禅
僧
で
あ
っ

た
黄
檗
希
運
禅
師
が
母
親
の
溺
死
に
遭

い
、
松
明
に
火
を
点
け
円
相
を
描
き
、
そ

の
松
明
を
川
に
投
げ
込
ん
で
冥
福
を
祈

っ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
。
そ
の

後
、
亡
者
を
讃
え
て
供
養
す
る
引
導
法
語

を
唱
え
る
。 

 
 

 

当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
仏
事
の
知
識
」

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 曹洞宗公式ホームページ https://www.sotozen-net.or.jp/ 曹洞宗の活動をご覧ください。QR コード  
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は
牛
久
大
仏
、
袋
田
の
滝
を
観
光
し
、
母

畑
温
泉
「
八
幡
屋
」
泊
、
会
津
こ
ろ
り
三

観
音
他
を
お
参
り
し
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
お
寺
ま
で
。 

 

研
修
旅
行
（
一
） 

 
輪
王
寺
参
拝
と 

松
島
・
秋
保
温
泉
の
旅 

 
 

期
日 
五
月
二
三
日
～
二
四
日 

 
 

旅
費 

四
万
三
千
円 

こ
の
た
び
当
寺
で
は
右
記
の
旅
行
を

計
画
い
た
し
ま
し
た
。
仙
台
の
名
刹
・

輪
王
寺
の
本
寺
は
村
上
市
門
前
耕
雲
寺

で
あ
り
、
耕
雲
寺
六
世
の
太
菴
梵
守
大

和
尚
が
開
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
寺

（
耕
雲
寺
十
六
世
海
應
寿
山
大
和
尚
が

開
山
）
と
同
末
で
す
。
嘉
吉
元
年
（
一

四
四
一
）
の
創
建
で
、
整
備
さ
れ
た
庭

園
に
は
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
同

封
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

 

 

大本山總持寺大祖堂 

大本山總持寺旅行行程表 

 

・期日 11月 6日～8日 

・定員 40名 

・旅費 69,000円 

・〆切 令和 6年 9月末日 



                 

 
 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

▼
位
牌
堂
の
各
家
位
牌
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
、

お
線
香
に
つ
い
て
、
ロ
ウ
ソ
ク
は
お
寺
で

用
意
し
た
ミ
ニ
ロ
ウ
ソ
ク
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。
尚
、
点
灯
し
、
お
参
り
が
済
み

ま
し
た
ら
火
災
予
防
の
為
、
必
ず
火
を
消

し
て
く
だ
さ
い
。
点
し
た
お
線
香
は
香
炉

か
ら
灰
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
真
っ
直

ぐ
に
立
て
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
お
墓
の
自
然
ゴ
ミ
（
枯
れ
枝
、
枯
れ
草
、

枯
れ
た
お
供
え
の
お
花
等
）
は
、
お
寺
で

業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
お
花
を
包
ん
で
あ
っ
た
紙
、
お
墓

掃
除
の
た
わ
し
、
雑
巾
、
洗
剤
容
器
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
類
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

各
自
で
持
ち
帰
っ
て
町
内
ゴ
ミ
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
古
い
塔
婆
は
、
参
道
中
程
に
「
古
塔
婆

入
れ
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
集
落
墓
地
の
古
い
塔
婆
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

▼
古
札
は
、
お
寺
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
当
寺
で
は
合
同
年
回
忌
供
養
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
法
事
は
各
家
で
日
時

を
決
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
少
人

数
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
懇
ろ
に
ご
供
養
申

し
上
げ
ま
す
。 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀

家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い

た
し
ま
す
。
広
厳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。   

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔（永代供養合同墓所） 

 

 

 
 

       

曹
洞
宗
は
、
仏
教
の
開
祖
「
釈
迦
牟

尼
仏
」
を
ご
本
尊
と
定
め
、
お
釈
迦
さ

ま
の
み
教
え
（
お
さ
と
り
の
心
）
を
正

し
く
お
伝
え
に
な
ら
れ
た
道
元
禅
師

（
高
祖
常
陽
大
師
）、
親
し
く
お
ひ
ろ
め

に
な
ら
れ
た
瑩
山
禅
師
（
太
祖
常
済
大

師
）
を
両
祖
と
し
て
、
お
釈
迦
さ
ま
、

高
祖
さ
ま
、
太
祖
さ
ま
を
「
一
仏
両
祖

（
曹
洞
宗
三
尊
仏
）
」
と
お
呼
び
し
、
人

生
の
導
師
と
し
て
礼
拝
す
る
と
と
も
に

敬
慕
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

曹
洞
宗
宝
暦
よ
り
抜
粋 

 

本
年
は
大
本
山
總
持
寺
開
山
瑩
山
紹

瑾
禅
師
の
七
百
回
忌
正
当
を
迎
え
ま

す
。
瑩
山
禅
師
は
身
分
差
別
の
激
し
い

時
代
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て

の
救
済
と
成
仏
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
禅
師
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
こ
と

は
總
持
寺
の
大
伽
藍
が
象
徴
し
て
い
ま

す
。
こ
の
荘
厳
な
大
伽
藍
・
玉
の
台
を 

拝
す
と
紫
の
雲
が
た
な
び
き
、
瑩
山
禅

師
の
人
々
を
あ
ま
ね
く
救
お
う
と
の
尊

く
も
ま
た
深
い
願
心
が
有
り
難
く
感
ぜ

ら
れ
ま
す
。 

 

大
本
山
總
持
寺
は
、
石
川
県
に
あ
っ

た
諸
嶽
寺
を
、
瑩
山
禅
師
が
一
三
二
一

（
元
享
元
）
年
、
諸
嶽
山
總
持
寺
と
改

め
ら
れ
た
の
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
一

八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
の
伽
藍
焼

失
を
機
会
に
横
浜
市
に
移
転
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の
便
が
よ
く
、

海
の
玄
関
と
言
わ
れ
る
横
浜
・
鶴
見
の

地
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
際
的

な
禅
の
根
本
道
場
と
し
て
の
偉
容
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
瑩
山
禅
師
の
教

え
に
導
か
れ
、
開
か
れ
た
道
場
と
し
て

幅
広
い
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

曹
洞
宗
宝
暦
よ
り
抜
粋 

 

 

瑩
山
紹
瑾

け
い
ざ
ん
じ
ょ
う
き
ん

禅
師
七
百
回
大
遠
忌 

ひ
た
す
ら
に 

か
け
る
願
い
は 

あ
ら
た
か
や 
玉
の
台
に 

紫
の
雲 

南
無
常
済
大
師 
南
無
常
済
大
師 

 
 
 

太
祖
常
済
大
師
御
詠
歌 

 


